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ŕをう2・琢レで 多,脅 ●2、τ孝好ブ

l102な 、/｀ 4ヾマ チ,レ多うth`!夕 毛14僣 1ヽ´ 7ち 夕・ ■
σイ&ヽ 1,して,しく

t々」 し口

“

ヽ
`、

aで 多aャ■1,り ,ライt10がヽ燿らッ2こ
^予
。    |

一 10-



枚、,、 新響餃経tっ
"ガ

してみφらヽτ
'1場
牧,テガ.● ),舞ヵ,スリタリθガ。^事 |

6、
ヽヽZや ヽヽヽでヽ
『
場 脅 人́t。ガハ負浮

`.′
薇 ゃヾ 入を琢%づ |■ tl‐● 1参●4

イ
`tち

り

'っ
子そりをヽメら。つりoガ い り`ぬ、びしrラ .●孝多棄修

`ゥ
で′4橘

てZt'`´苑』
`“
ろう しヽヽうラしてつしょヽ1縦鷲メ霊と。がゼ才ブラ↓やら、

い りヽ業務2ヽ ´́ ,^t'マ 守う/■ カ́ロッば ,光 矛レtt■Lっっっヽ1体 ノンフ
うr4%争、t,viヽ力しごレ21多 チしな aヽg´希κ奮斃催

`ヽ

携
`玄

七多,ス ,家密
サ■準竹彰1ず承,れ ヶ.
,′ Jヽ●づ常准 千́な ぃJ、ヽ

'■
■′鷺)J雄泌多。

`僣 "ぁ
ご仇
`'メ
)`

■■七Zヽ 1,`多 ` 'た 婁凛スげ 4レ
(葬 4魚イ:´ 千 性、く投́、

4争■は争|:ヽ
ご
|■ 1,.|れ ■`‐・11■ ■■̂ザ

|し ←●■■■1・ 幸‐ゥ争・|■rt
手″
'■
二
'■
■合,舟磁、1■ ■́淳, 篠キ1場 1熟 、/:L・7,|ち ●ル

'Fi 7‐
IIII:全‐争誰J亀『 11:‐iオタ「鷺ll‐tす

=子

:子:√
I

■′1・ 1ヽ● 1 ・ ■I:手 二■・ ●ι・■ ■ヽ1,,ぃ ● 1 1■ ■ 1‐ fti可 `'
1苺 .|||,,.17彙・■11ザ プ、lt.
た●1=‐l ⅢⅢllク 11■、_′ 存

`ι

.11.‐ i■ わ́つ。ヽ.ち ,■・ 11,,F“
`11F,■  it`=1■ プ、

'1l o l■
=tt=.■ ♂し,1′|■ |■,静

"l'17'、 ■孝
F減

|‐ ■,'■・ 1ヽ´  Fサィ望||、 /ι 41ヽ f"Ⅲ .ィ 1す .,■ 11■ l■ :|・ ィ
=■
,■

「
:1.4t千 (.1じ ●:1.´ |,.
摯ヽ| :予 ■ヽ■|',1,I襲 、、レ■す、;ζ

`■
itt青 、考い‐1:|も‐■ μ

"な

l

'「 'デ
″ili''.1 ,与 (4■ 4{,■

「 ■1,4し

“

、■■.FIこ・ た4●
・■`1 え

じ・ 1キ
=●
 ιl‐慨紫1蒟 ち鮮●着メ|● J,ォ t,`く ●J・ ●

■メド缶 1√し, 残■■■・ キ費=,ヾ′
「
暉_ 、■,・ |■ 1繰 t

キ・6■ t,、多曖【ん (́}暫駒僣ふ奪(1,レ ●́ 質樅
`´
じ府^燿 t裁ヂな

ヱ 多れ瀞・
めら,rt惚 .■ 、r多 ´ A SV_13. ,‐3ス クト薇議移ち錢 ■ ジとにY〆

'し

■=イ
ンアス ・`/イ

'‐
Fス ■・Fム 1第 多ヽ諄考雀 (′′″いだ写鯵tt.Zみ ｀ヽ卜識

(専筆金
“
嗜ラ}F穆 ′ツ:“↓tみ∵資諄,● り,｀ olし・ν′や`シ透u瞥サ

`僣
''會 手ヽ

ιl諷
`移 ''t'誰

移略う響隆千仏バ 黎 、ヽ後怖t,t,1～ホ 膨ヽ́イ(ら J
(イ メヽ1素峰^れit嘴ケ臨ヽ'9´ ,ス ´畿ス奉′じ旅レ ス な朝1稚膨^o3歳燃z、ふや`■
'メ
tのを
'チ

・ハ篠ク111ラ 腐τ》歩澤勇(修夕、r輛↓、ロス可むヤ孝、、ャヾ――Jじ
ヽヽう脅tイl毬 ■ゾ、,輸、ク・鶯場aれいハt寝 %"多 うス%移 %“軽かゎらなィ崚
づ■,2い う摯ダ、輝κ、二可纂嗜舜ゃヽっ,。 1みスで 4■ん0んぐfJ‐マ‐``・Jし
鶴

^ヽ

lV優 ヽヽ予で
■うVマ 千x青 ふ孫衝`彰晟

レなめ
'ボ
 ′ぅ嗜協 ,チ tで チrヽη,^べ、

プ場ォ、

“

蓑涛″シ lを2・ ,つ 。f,公 ′、゙ス■ャ=← 1.11・ ■「 111171=■ ■2‐昴,
多いt｀ 4げ ,多ゥゃや`,'ご 、れ、」ち恙 ●7.f二

^七
協,各 方θガ孝

`移

Й

一 :l 一



ィちご.J多の場 ^砕.口 f、 北 ウ警 レ後ぃ2、′ブ申轟対し
`暉
場ャヾ′実をっz、ヽ

み。 f■ ■´人マ゙ ヽ
`レ
で、ヽ
`ヽ

ャ´oル 、ヽ ―ヽ て換 看 fa‐ ■イ ド 茨 らんし ・ヽ｀` ｀」し
R帆 体 ハムル各ヽヽ しヽ

'そ '氣
輌構とゃざ 筆 々ッく か %ャ 活でしち ´ レシ´｀帆け

低孵かィムt峰協ぅし修,で 1,(い レ躍脅ン,。 係セ:,瑠 衝t条
“
知ら,

し嬌 4、 レま螢じ,レ、ヽ
`霧
縦レくズ〉t′ ti撚、「ゝ 千織、多oぬτ ttv(藪 ヽヽ象tl

進りう嘱脅 確執レ逸 、ヽ、敏セ興ヾ
｀
口,褻 脅 1雀移 経́ 動、毛‖f″マイ争シ

1・■ずをぃっヽヽJり 、ヽヽ,づっ多ctレ■1♭みレク瀞:|ンてあング
'11鷲
争レ鮮 、々゙

レス称額t_逸 れ,こ にお、オ影たかtiと 呼鰈だか費 、いィ路かかti`=斃
ケれ=嗜

tヽ  1^僚 チプ場 ,う 係 ぃ響キス手t`争 1´ f`多 1■ 2・輌う.手 ム修 ●
機、ヽ2孝機fヶ

`ム
tl_輻 かタチ1ン 、ヽ指含・ ■林́、も

11,ハ 強 ,、争 1転 tカ
ttな れ■■みしム .―レ 1織 統7,ハ ,｀●で`一
,^イク帆イ イ井4_'rか斃´事■第争 ,(ti(考

`ヾ

■lrt itttレ れら,

「
″デ■■ぅ重にか ,チイいう

'ヽ

ツ́131・ ■機1■ た ,o3氏 オlt ttt
,貴 機ヽ ■■准ロッ、撃鸞i農/ソ'7 11■ 4ト ラれy'..■ ),1■ い` 雑じ■ヽ
ll乳 ■リヤノざt´ 鷲多;イ 4、■、1″ 711■■Fで ,ふ撃十

=、
■1,_t場ι

■́ イ‐″tヽ ら■|■ |ア ヽ
=「
atヽ   I場 1,|み し1=筑ぅ‐l‐ ■て、1多  |ル ヘ

■好警1´ l`|サ ,4rヽ 11、 ■
'1`‐ ==じ

1、し予βっ″ れヽ、1 ■1'れ 率|"ち
ち■tA'´ 多ヽf残笠イヽ名な●ッ・多し■

'城

‐ ィ:j, 、′_1,|`‐ 1`´ {ル ヽも
■ 1,づ ヽャ機鷲多tヽ藤ち.=氏ゼ ,,し をヽ,1し |■ ず、■Ⅲ3・.・ 、■年、̀|ン,(
、ヽ(ラ
^む
.し f多 ●,ィ■フ哺α、1・・IIキし■・ )「 .′ャ

‐々
::二 ,■■,1`4,■‐v章

f,■ す`予t,
,,■ 4■・か■●・午ふぅ1レ 蜂ャtマ、1,●た、わlr、■・ガ|,そ ,,,ヽ

f駿濯 i猛 1ザ 亀́ I∫量箸蔦 i驚:rf′i711iみ許∵TttFil
をヽ ゎρ緩嬌ロルし́4颯ね′じ′ヽヽ/手場

``働
ディ,tt ″レ午` 名ヽ;筆 デヽ

鑽■鷺試翼;《行為:避lt■ォfhttillil町#詰デiF
や‐■ いヽ 多蕉予離ぷ 颯多れ多′り,｀ 警́0イラい1ン●搬只、供

`し
く薇発ν〔、資ち区

多、、た● くヽ口機,z、のマ
多
^|ヾ
スVド多名乾右し¢、、

`諄
、,4・.,Lィゴ 乏νて '.1■棒ュ像後^ノlνてそヨ淳鵜t?、 マ́

～
1'多ろ
^2・
・ふう。驚/4移レレ4■ ■ヽ、多̂′

t,マベ
擁爛
^輩
像 づヽつ。

“

′h%で そ々 勢■につ o・ガ、03′彗か 。、プ。′オ .天 与 ゎヾ メ οヵし鶴
｀

`中

し′く

、ヽ予ヤ
.で

篠ι脅ハ斃 ゞ口参´● ψl,fな 場キ15、
1ヽ 並 うし́ iヽ ■` V′ 、マ

^れ
・
蔭,1

■ 卜 1`,F鶯

'デ「

 多ぃヽ 、おt、 Jキ そ ザ う.1`、',1沐 L`多 鍮
｀
11′,

ね
`ヽ
算を 鶴 磁 多 燿か レ脅 (斉 多た,望 、1,各寺い 、 %慟 、

`匈

｀
九 t́饉

-12 ‐



/

レ2求乏ヽヽ多し鴇力 で窮 多 啄 κ ^tヾ
ストちャリムσザ、

'ブ
動 ヽヽ2かヤらり ,可

ci杉 マ も 、ヽ、
`千

./・

C。 ヽ` タル●た ハポ恥

`久
子1ス 、ヽンで0、

'1'Ft,↑
疇多

ん,|わ0ん な、、掲ん17デ■イ。力
"ち

″

'ヽ
` 
ヽヽみんゼi嗜■fτ 7こ ↓ヽ2、 勉

雰,v2(ふ2 t^ン ウら、J‐ 2(1、ら、クえ,つ つ`々 ・`` ｀ヽ」′ヾ
^g負
¶

護レみtヤ リ
^手
｀́
移。滅、シかムヽ おal,■マヽ^無笙tAを、

、2み アう。
鮨ζヽヽ お レヽV掏訟メ

‐
2‐づっヽ´′ぅなメう。V´iゃヽヽ1推“

爪■`ル腹体 ス函ャ、■な
り
rう
■t協 ν任体 :]が宅νzぃ 7て ,イぼり彰ハ脅 れ≒念 tいわシ′ブツチ′λ
静 z´ 嗅●(ハ‐ 4■ ,2ぃ う1っ ti哺 多rott Z力 :ム彙 t機 、、てF｀ ら うケキ1,づ.
t,■い 、ヽ .′ づぃぃたし、、し、1た 千o′  占4,1プつい■脅 銀デ舞 ハそ
■ 、名み彙F)´ じなゃ-1を し:レァぅfil_1厳う。f痰 ∫ル1、 1ム ■い0´千・ち乖、ヽ

ヽ

煮iて ,デュ′nl,11■ .ヽvン ハ警か″笹、■
`朦
、71臨 Йヾ 11家ν′後、/、ヽ

争影t警 1で み̂ヽ
イ「ζヽヽしを、ヽつイトt五ユラ・―rlレ亀¥「●・ 2畿 ,7で t`Ⅲ 汲

い■やヾ 、し″‐卜11‐
^ttム

,■・ ■‐ヽい いヽ
"ク
キン(か仏哺

'´
,)`筆 ,与じム脅

謳証熟ふ罷́洋1ハ■じ、.7で ,L.々■増な4れ
'で
れ、
`′
4ちィ● ,

`τ
。オろヽこ,ユ 7い 3ヽ鬱 1ヽ象Ⅲl'、、しャ鷲ν7シ多ι ttκ l[森鷲●し,,4癬 i

O'ヾ 率や`.■ い●f｀ユ′
'つ 'ヽ ■771卜くな,%t(ヽく、ヽ

'多
ν争̂

レ鼻写IIt.1為∴じ機み:l縁予象守稼ず拶ぎ警れま彙:
tイ 4■ ff｀ :

″

機ベ
聾′轟

輩機
灘涛
メ:′
ザ孝″

多尋′

:

― |う
~



ASに 13^塁 曽 1多 つ くヽ

力 季  ´ 雄

千挙慎 椛 で ,ル

`み^資
蜂 をヽ口千ζZ、 ASレ

″つみ募 議 饗 み%転 ィ

うプ7ハ イ1ヽ 各ヽレ額をづヽ'4ぃ
て電」¢～

イ`ヤ
^ヽ

ウ すリイら瑳み¢務幹籟級
慾
電 露 宵 地 覆 こ 」観 霧 熙 紘 が

、
触 れ ■いろ擾■

`・

疑0い ア、1ょぃ ,こヘロ會な若くゃヾ滋こ1賞 t ttη 千
^縣
 A質守宅嗅碑場箸

taち ,ぃぅ為多、静●` 2挙
′‐多う響はヽ z・ 畷4,ムな′ら,

o確Υ
多,な 場字口擁ャ玉室ギ21多 L ti44■ :1鐵謄ク、権篠■t豊・ みまり.

慮 海|^席鷲 ■・ ′ケセ、1゛ ュ■淳みヽいう井 ,自 ■
'争

lイク,■力
=″
蔵1年か 1小活

未ハ鷺了争か ら。
A 鷲なY4J鰹 摯方スレ′》熟ケ
後毎しヽ夕え1■務 y 三1鷲確マ笹み苺かA% ズ ■ひ糧「1,事14‐ 1・

多ゼし ,多●鬱た.辮 .″
`ケ

ぅ

“

鴇 ■
`li・

4ヽ´ ●`キ、・71ぽi 維覧色霞影機
口倉11く

轟lrttt x%3.ゞ、ぼ・
だレ= 多
統
`颯
イ負うしゾ2

f、「 X鋼 / `ユ タ4,`J暢
多ふ■‐滅π公多摯′象ぞ導穿■み 姿颯^椎博繁

歿そがらず

し,多 颯確千
=z←
(‐鳥か

`紗
Xメ侮 ″ fr∬ F

′鸞 ｀ヽ /´ 身輛 t゛ 多マガ嬌 篠多 しで |ヽャッ4颯 権 縦 2小 ¶争や ιっ、/寿義(‐

・かた1%゛ 州繭い書や年
嘲 多そ縣 薇ふ爺ッ救ラit`脚t寿戯A千露t←■2、 洵ヽ a vτ 精と
んす●J4犠雄れ 雄 1ヽうと二じへ篠レ●1シレイ4´4ッタリ,じざ摯4.1^鳥
後省t)幻帝ゃヽL菫 ッヽく鑑髯ハ続、・)う鑽絆t諄、l^、τ数島 ,柩■、う。
生 4■ 鷺 It析 嗜 敷 み 鴎 rζ 静′ 1ヽ集 4f畝 マ ぃで いヽlY― ■ ド 均 、ヽあ争 呼Ⅲ
蛉―… …ゼヤ■ 多い2ヽ、″轟′)1供 すヽ策漬体 (■鷺憾■́ば 鷲 ,2、くち
、ヽη多
゛
く、クでみ́

ィ議“1舜 む
場 (減弁奪脅島ャ)な 喜責しのぐ・らぃ攘離́ 鷺事が屏き

^り
み`●哺ヽヽせごギづくしや子贅響■,キィ■、そヾな島・ ザレ績

liデ 行f
l■・、■,■ 1■ ■、・■`_ しイttヽ 1ざ.■К、r経 ■11●ル勢(:ヽ1■ 嚢i五tし■れ

V『
ず身自もか柩彩な、 ロカ颯■ヽダtF‐ tか 燃ヽなすォ■バイと`3)暉

Ⅲ́

一 i4・ 一



●■1・
`1学
■゙、ヽ
^か
嬌蠍そら,♭索´かも

^機
金が
｀
薇彦t床ソがっ

z、 1● クレ少 ● 蒻ル 2● .●ルレ伊 多 資 Z・ 資`をりZ・・あ).

曖じ績残 静な,1・ 多多ハオ颯デイいしヽ わヽイグハν李
・,いF.サ詢

づ為2・・

'ら

り。

1ふむt● 今、僣 ASF 13 tち依グ(2・・燎,予 歯 (斃多参なハイ場
レし うヽ いつい い`

^「
諄ザメtlッ■ドあうしぃうスプらり。ち薇 ^燻

瞬移タ

か0●下績り
^ロ
メ多 強ヽ● ン́ヽ ぃいυ、影漱レぼ4為 `斗n株雀行

2・・

●■●Aヽ1.りかん
^子
鯵ドそ議禾レ青ヶ̂

ヒ
颯ヴ2・・ヽ′マιヽデ「ヽ_、 し,hよら

,'V棋●いやヾ .り僚千メくな確うメilットい リヽハ
`り
k轟´メズレイ丁ンスクヾ

イお、クタ繊2.載静や小多を,ぃ 、盪ン2何 Jll夕・傷か傷

「

場,ラムじゃちし

貌脚i夕鷺都犠颯恢i縦Y∬i鯵
ヽ■・やく 券Lか静 2・・み2や 晨燻薇 ″

^ゾ
ベ`wマ‐■'しいわ

`彿
そ F//´ /■ット

与纂うハ?｀ィ、ちヽ`―
｀
・

lνtり資ャτ、t,、、
^、
ォ.AS,13■

"う

,L体｀々必ドウトちてき潟ぅう耳
粂りえヮ移啜リラしプしツャら、クふ移 くう・fl`能″夕ε子/24^ら |ヽマつ´●″
、ヽし

'う

。AS′ ろヽけ をAr糀格ル奪籍 ,ね tf2 4晨ち彙ケ●ヽ`υハハンつ1戌
っ奮`1_耗索、ラけて,レレれて1^百鯵移ボ体゛Й

“

みしぃり浄rて ,`^
なあっく。家 V2仏浦Hド・夕ヶ島1グ

`レ
1.●
^そ
嗜づぃ。御η.多払ヽf口鎖Wて

みTゥ イ9｀二 2・・、f,4 オ級移t/2^ゲうイ
'Lサ
Afグ:

多ムAS■ 13レ 4‐ら,レド ロ的a・ fヽ`し .ヽt^`影彬●■tvレ 、、́ ν2
1`マ :レゲハケッみt常くて,多ハハオ表

`^z・
ぁう。してい Tヽ凛▼財 出爵獨

′扶,そご Sヽ 4いいくみをヤツい0、 レヽ、
t4畝し,・ 2守らユ3ネ■ぞ念惨■

矛摯洪
`密
へ鳥予贅 らヾ幸 ヾを,`ら ,ヽちプ。4を |ヽ力疑けatt t栽形レ

v2ヽプ0らづ lヽy tムラをボ崚ふ多曳磨ハ絆
`^な
昴ケ。■均Att p F占

レレt｀マ`し
'゛

t#レホ理 ‐rJ^ブ
｀
,tハも嗜・ い`ヽヽh,Й、なAS18げ

多菫、多νく孝葬.キタレνく修漁膨レしル●
・
を多せう工集しみЪバ■●A

fr・うわ。    ́         _
ラ′ ″ う′

― “
レ
・
′

′獅 IS

THE FTマST PIRoT

ヽヽ、
′
´

´ ′

-15-

笠 z■ ィ‐ _

´ ～

″ ■´″′一
″ /―

il、

‐ i



郎 K・13の 産能について
二坪  た子  '風 女

ノ翔 暉 残 鮮 少づ い 鷹 稚麗磁 癬 ASK‐ 13の
′性能葡itつ ヽヽそれ

発場考察:鸞駐″懸Tク驚惇:毎難 混
ガ躍驚脚鶴ワ‰ み11解斃 〔鶴
と
  っぃ_4
・拷,^ム″油晰 凛あしの0■場>(ないた氷ざあ)

螢難茅
れ

輩黒律ご了t孝2影ど多昇輸致僣1皆ry影首1の `0の
しパク′
“
ガLZ場3。こう″ウ

吹えZ｀ 11靡体う

'τ

″多つ と,

Rr=μ ″  一-0  て場 3
ミざμ″ミ3がり活れf桑 J後しZl慧%卜晟

'`う

種

“

場t%れ たさりした争
`′
■2

瑛●3.ly l―ついZf7 ′Sκ 7J aZの J′′けのみ7tあノカ'ク好力三十媚縁彦
弟

r,勁″ta十 物戦ノ‐クダ′け て場3.■ 1‐りι lτ フリ,クの,パメ発
慮 太マ゙ =と ,ヽ わヽbヽ3
0Fっ 2゙`Jスの場 2Z′ とす;と 履レ豪″資

'た

R2に

Rc=″ルふ′ _一o マ“ぁら彰ι2レ
^6″
′二″′Jりず3

-の ′′Z及
^を
澤らため,多′7

とηク ごわウ/■κイタ|ず3

議::ζ卸観競蹴篠
t離信群競子f亀罐

L移甘■嘲吃

“

イわ

“

勧 、潔 奉,Va卿ソ
′1整Zgキ tl`?ヽ Ⅲヽ

`l Jlメ
Jし ,メ 安クFfIPし ,メ の,7

ん=C`」′Sデ =だ X」χみ″,X←ダ=
≒ ″/へ′      0  の場カラ°儀 く́ ゥzン3ぐ

踊  帯』難 :翻
τt摯 1ルの

気 "Zけ
:昨恥 オ爆

"↑
茅 ぜ梯 にゎ |・cL朝繰 :

― :|…

‐            ‐ ~ ~‐ = ~~~■ ‐=‐―
._すⅢげli量 二 __「



■■■

であ各:T
oオ lt森 ,外Ⅲ 争り

'tつ
くヽ

イ人は 間 ギ 諸 ド挙
"甲
御 ,よ 社 o婆曇がル ●ら,手1現今轟・ ,Cみ 2獅

,

(・メ(I■■11■
=・
=

ハ /

"´ ■
J・ l

(

l,1:    :■ ´
.

I   I‐ )      ‐

図 2(

ごらめ|,あ二みとフレ́ ク′チ λ́,身れ■7ンイタレィニ″z2ι 刈朔■夕t
k薄した会れ、、7■賛て場り、ASKの資す十七』Lけてカイサ払りJ難奪継職れ た会れ、、7■賛て場り、
としZめ 嘗′cに

`ヽ

れ3ことがまFぅ と思う。

イ|

F■
―、f_.1)■、、

臨麟臨 y下鶉 l覧鶴
聾 鶉毅嘲鴫♯め滲多攘脅をつ湾,多ワよソかなソプ

このことり脅静岬引ヤ魚tじ夕とし卜乗にしてく
“
め.

|マ4111



挙基基漁0ラ を 鷲輌
`考

ユ摯T4. =ヨ ■ |, す ″ 平 ¥諄

移 甕ヽ

‐筆

ふ二 禁わ
`11■
甚薇,■ぅかり,ム

蓄ュ鼈 成 …4,ぃ獅..斗.琳哺=1彿 す1毯_1ザ うltどレいし,( 轟
lA■ いヽ力、ヽちで,しt考ぃてみ71。
l「レー■

',・
1 ラ)す′イムな4う ),)り ア`レんか、1,疲 ヾ●2‐糞 ,■質

´多議 多^犠
後りvんゾ、ヽ。今り ,ヽlκケヤ

｀

`択

｀
トァ',■ 0゛む

'ヽ J ll ttヽ彙

から葬、,フをレ′う。 を払ロソ2や 御鷲紆たぃ僣撚～～ダ,
1か   も ]チ 彦下

｀
今ゃ 1ヽプ J゛ろ^李 予

参 :'■ がしづ う́警 A tti鶴 と

しをνzヽ」、/第嵐ヤ1霧後 ,静かみ縣ぃ多いっ     ,
鮮1・、ねなつ 多シれ κヽクスレ峰■脇、、みデ凛雀

^て
お ,ふ準ユ鵡ぶ

夜路奪t得絲υ,ま し,電子ツい,ビ 、/製れ こ́ 鷺ラず、//ム素象彰、
多鷲 ,た wゾ

.、

レ /ι、1ラ τ LA´げ 輩 を い ヽっ そ れ レ を の うυ ttlら 二颯 ゾ r掛 ジ 、1=

‰ ,ぃ ぅヽし′ヽ'緩多L//ろ み 酔各 一  つ。■″。
1雄 鷲 移 麟呵 ■・レ:ヽ■ヾA旅 ル 17‐うち な o鼻 z策 各ろ :イ L乞 ぃれ め .
洋丼ムケ駐い行ヽτイラ¬け,予 J。 つ〔、°つ|ヽ°イf rZ“ ^つ

レ:｀つ0ヾ●雀一ハ奪レみ。
f方(  移]薇 t/らぃ人りヽヽこ どヽ、1議 tlらせ :ヽスヤい)・ /耽場城り

彙憾ヽヽ・ヽ 。ヽッνいよばド警ぃ予場毎ち)ボ数 多Ffら 4f//ら i懇″

各Ъν■ヤムfJヽ l.イ
^0ィ

・ヾんヽか、24れ Jい o
礫 瑯3tず】 ィみ冤、

`窄
ゾ、、・ ドヽ々 ■い

〕オF'チ :ヽフも″■〈ゆ:手柿
ャ■与F")たらtら か衝密レで■,ち レリ子:υib・ ■千■14争卜|ザ

徹 F筆電 貌 1ぐ 燻 織 箕 競 1群農監 颯 冨 j=)

静嗽

18



[颯 …2〕こ]デ ベ｀幸7´ 脅組標,報に Ⅵ待,2、、3薇議ク孝¢｀77｀
イけ協 較 公募 バ

｀
ぅ
^2｀
τJ.義そ■織 口募、

`´

砕 ↑ヽ感 看構 去てヽJ●、tム 2・ ■`c
υう■1撻し

`ヽ

しょぅゃ¬ha漱ッぃ,な 12゛巧。ノ骸、をイい|,ぃ ,ヽ琢・

ん2」轟こし7計
｀
数∴鶴雛ir縁身;霧τ移鴛 .

■・多ふゲらし昇颯じ`,4｀ )ゃ いヽいでヾ
｀.4林ゞち

'ら
め.嬌 )ル 李■、、がら

20ヽTでソ′つ。

〔L‐ けザリ,っ]ASI Bレ嗜無響、胸l夕 多,in、,あ為薇 ./1v_ヤ ラ林ャ`ら瀦
ィを影予

`矛
らを,し,7o。 イオκい′

'●

゛多フィし慣Z、 2ヽス軒し0く しリズ弓静‐
｀
ッチτK/7ヽよ

[Lム sI∬  ィレ～っ、ヽな ′インぅし廓レ乙レ2/ぃへ。蜂4をっzみ千ハぃ
｀

軟刻無
`ヽ

し′ゎ,ヽ崎え一 。´じ孝林やヽヽ.マ /7ヌ |ヽれ をイゼ禽一 ο

l酸膚、千こん]をい 卒ヽ｀孝レ↓tOぃ 霧ν′、1場
`ヽ

4.ダ筈 鉤僣ヤ″あ]緯な
鑑■じオ1移 歩fそぅがてら2・レ移駒ョサ務グ́ ら

^zヽ
耳ヨ“者辛イ奮絆多

鷲確ぅ端′てθ含葬,げ,そみをわを'ハ絆マレο。■イz tt tわ Ztt。 要1種
鷺多。

場衆
r4・ レイく

^´
づルィにん τヽちてくだづヽ ↓ヽ0,o海倭ゥtヽ,1=Й■97ふ

、、ぃZ｀ し`予hθ

`く
糀 ち折 てヽ 孝れ

つr/■イ ウ′ ■°つ′ ■

多多グ
｀
マ ヨ́  ́t孝ん 協イ)

一―一 多い
`,´
ら侍 権マィロ彰^蒻 ■ゲ,裁彬考馳、ラ場Iザ o2霧

ヽヽ

F/'a↑
｀

'｀

1.マ 4つ 多タンZ｀ 予ヽか
" 一

」多移 .響い下廓薄 奇 ′
`絆
颯彼ェ#´ 蛯と ζし孝

“

林みそれ が
｀
口た

もヽヽみ^多
か` 1夕
`.を
^わ
● 多た
^業
力γヽ
`っ
レ` .っ′ 'う/ しいり崚1がヽ

'ふν、、葬Йゃヽ管ルギn聟 っヾぃて、、3次 z`πゃヾ 、夙じ′た1,ヽ′4可 サ́ |ヽチィルス2ヽ｀

飾客r71・ 4′ 多しっlfアイ。
多ため貯をヽ ィタι.11・ぃ́・F‐ ■''ハ ムデZ・ 二ヽ:}4ム考′孵ψ颯希αレこ

、ラ閣)口 _れ毛シく,シし,t参
^z、
あヽヽ″′。東aタラっレ、′つ。孝でし、,■M

倉憔4● フちtぅ 耽■tしチう
^2.あ
1ヽ7″。,1ゲ・ぃ・ァト 喘レスト しヽ.■'ハ 可スズ夕ヾ
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